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研究概要
夏期の都市部は地球規模の気候変動と都市規模のヒートアイランド現象の二重の温暖化によ

り、今後更に過酷な温熱環境となることは予想に難くない。熱中症対策として、環境省は WBGT 
（Wet Bulb Globe Temperature、湿球黒球温度）を日本国内の 840 地点で実況及び予測を公
開しているが、これらは気象台やアメダスの観測地点であり、実際の市街地とは以下の点で異な
る。1）アメダス観測地は芝地であるが、市街地はアスファルトやコンクリート等の不透水面に
周囲の大部分を覆われている。2）アメダス観測地は周辺建物の日影の影響を受けない場所に設
置されるが、市街地は建物等の地物により日影の影響が複雑となる。3）アメダス観測地は周辺
の遮蔽物が少ない為に天空率が大きいが、市街地は建物等の地物により天空率が小さくなる。こ
れらの差異により、アメダス観測地で実況及び予測される温熱環境と、市街地での温熱環境には
齟齬が生じると考えられる。
以上の背景に対し本研究では、観測とシミュレーションを併用することで、市街地内部の温熱

環境を準リアルタイムで詳細に予測するシステムを構築することを目的とする。


